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平
成

二
七
年
度
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産

登
録
を
推
進
す
る
会
総
会

日
時
　
平
成
二
七
年
七
月
十
一
日

（土
）

場
所
　
日
光
市
足
尾
公
民
館
会
議
室

足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る

会
総
会
は
ご
来
賓
と
し
て
、
西
川
公
也
衆
議
院

議
員
、
上
野
通
子
参
議
院
議
員
、
高
橋
克
法
参

議
院
議
員
、
羽
瀬
　
修
世
界
遺
産
室
長
、
前
田

博
日
光
市
教
育
長
の
ご
臨
席
の
も
と

一
時
半

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

神
山
勝
次
当
会
理
事
長
の
挨
拶
。

当
会

は
創
立
か

ら
十
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
文
化

庁

で
は
暫
定
リ

ス

ト

の
再
提
案

は
受

け
付
け

て
い
な

い

中
で
、
暫
定
リ
ス
ト

落
選
時

に
指
摘
を

受
け
ま
し
た
史
跡
な
ど
普
遍
的
価
値
の
証
明

等
の
準
備
が
日
光
市
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
当

会
も
そ
の
協
力
を
出
来
得
る
限
り
行

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
ま
し
て
、
国
の

重
要
文
化
財
に

「古
河
橋
」
が
選
定
さ
れ
、
国

の
史
跡
指
定
と
し
て

「宇
都
野
火
薬
庫
跡
」
、

「通
洞
坑
」、
「本
山
坑
」、
「本
山
製
錬
所
跡
」、

「本
山
鉱
山
神
社
」、
「本
山
動
力
所
跡
」
さ
ら

に
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て

「古
河
掛

水
倶
楽
部
」、
「足
尾
キ
リ
ス
ト
教
会
」、
「わ
た

ら
せ
渓
谷
鐵
道
」
が
指
定
を
受
け
、
県
登
録
有

形
文
化
財
と
し
て

「古
河
掛
水
重
役
役
宅
」
が

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
、
国
の
世
界
遺
産
登
録
の
流
れ
を
見
る
と
、

暫
定
リ
ス
ト

一
覧
記
載
物
件
が
残
り
十
件
と

な
り
ま
し
た
。

最
近
、
国
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
文

化
庁
指
導
か
ら
内
閣
官
房
室
の
産
業
遺
産
国

民
会
議
が
世
界
遺
産
候
補
を
推
薦
、
選
定
す
る

と
い
う
仕
組
み
で
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
皆
さ
ま
ご
承
知
の
通
り
、
「九
州
、
山

口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
登
録
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
内
閣
官
房
の
国
民
会
議
専
務
理
事

で
イ
コ
モ
ス
委
員
で
あ
り
ま
す
加
藤
康
子
女

史
が
新
聞
紙
上
で
こ
の
次
は
足
尾
銅
山
を
世

界
遺
産
に
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
加
藤
康

子
女
史
は
日
頃
我
々
の
世
界
遺
産
登
録
に
ご

指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
小
野
崎
　
敏
氏

と
親
交
が
深
い
と
い
う
事
で
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
私
共
に
と
り
ま
し
て
大
変

に
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
去

一

月
十
九
日
短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
足
尾
銅

山
の
主
な
産
業
遺
産
施
設
を
視
察
し
、
評
価
と

共
に
保
存
、
管
理
に
つ
い
て
ご
指
摘
を
頂
き
、

今
後
に
向
け
て
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
庁
で
は
新
た
に
日
本
遺
産
を
新

設
し
、
そ
の
第

一
回
応
募
が
行
わ
れ
、
上
野
通

子
参
議
院
議
員
に
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
日
光
市

「日
本
近
代
化
の
縮
図

・
足

尾
銅
山
」
は
残
念
な
が
ら
落
選
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
も
今
後
審
査
委

員
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
、
私
共
は
足
尾
銅
山
観
光
に

あ
り
ま
す
日
光
市
民
セ
ン
タ
ー
三
階
に

「足
尾

銅
山
文
化
交
流
館
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
足
尾
銅
山
を
中
心
に
足
尾
地

域
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
各
種
団
体
の
活

動
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
の
交

流
の
場
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
施
設
開
設
に
当
た
り
、

日
光
市
に
は
何
か
と
ご
支
援
頂
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
総
会
後
に
、
本
日
開
館
致
し
ま
す
足

尾
銅
山
文
化
交
流
館
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
今
後
と
も
足
尾
銅
山
の
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
ま
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
し
て
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

次
に
、
ご
来
賓
よ
り
世
界
遺
産
登
録
の
近
況

に
つ
い
て
、
ま
た
、
当
会
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
励
ま
し
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
有

難
く
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
事

議
案
第

一
号
　
平
成
二
六
年
度
事
業
報
告
の

承
認
に
つ
い
て

平
成
二
六
年
収
支
決
算
の
承

認
に
つ
い
て
、
監
査
報
告

議
案
第
二
号
　
平
成
二
七
年
度
事
業
計
画

（案
）

の
承
認
に
つ
い
て
、

平
成
二
七
年
度
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て

（案
）

其
の
他
質
疑
応
答

閉
会
後
足
尾
銅
山
文
化
交
流
館
を
見
学
し

て
頂
き
、
盛
会
の
う
ち
に
総
会
、
見
学
会
は
終

了
し
ま
し
た
。
（足
尾
銅
山
文
化
交
流
館
の
内

容
に
つ
い
て
は
七
、
人
買
に
記
載
。
）

足
尾
銅
山
産
業
通
産
見
学
会

一
口
春
の
見
学
会

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
三
日

（火
）

日
光
市
と
古
河
機
械
金
属

（株
）
共
催
の
春

の
産
業
遺
産
見
学
会
が
左
記
の
場
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

松
本
カ
ラ
ミ
堆
積
場

（写
真
上
）

本
山
製
錬
所
跡
　
　
（写
真
下
）

ま
ず
、
松
本
カ
ラ
ミ
堆
積
場
を
見
学
。
こ
れ

ま
で
の
歴
史
的
経
過
に
つ
い
て
古
河
機
械
金

属

（株
）
足
尾
事
業
所
山
崎
副
所
長
よ
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
周
囲
は
か
な
り
緑
が
戻
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
進
行
形
で
、
今
後

松本カラミ堆積場

本山製錬所跡

足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
会

光
市
主
催
　
足
届
銅
山
の

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

日
時
　
平
成
二
人
年
二
月
二
十
六
日

（土
）

午
後

一
時
開
会

場
所
　
日
光
市
足
尾
公
民
館

基
調
講
演

講
師

九
州
国
際
大
学
特
任
教
授

清
水
憲

一
氏

史
跡
足
尾
銅
山
跡
保
存

管
理
計
画
策
定
委
員

演
題

　

「産
業
遺
産
と
世
界
遺
産
」

研
究
発
表
　
講
師
　
宇
都
官
大
学
工
学
部

青
木
達
也
氏

テ
ー
マ
　

「足
尾
銅
山
に
お
け
る
鉱
害
対
策

の
変
遷
」

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


